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I　はじめに
学部時代からコミュニケ

ーションについて学び、教
職大学院でもコミュニケーションについて研究のタイ
トルにしたいと考えていた。大学院の講義での学びや、
学校サポーター活動、教師力向上実習を行うなかで、
生徒がコミュニケーションを円滑に行うにはどのよう
なことが必要になるのだろうということを考えながら
過ごした2年間だった。 2017年の8月にはオースト
ラリアの小学校で実習を行い

、海外の教育に興味を持
ち、自分の研究にも生かしたいと思った。
教師力向上実習I、Ⅱ、Ⅲでは異なる中学校で実習をさせていただいた。その中で一貫してコミュニケー

ションの育成をテーマに実習を行った。もちろん各学校生徒が違う。そのため、短期間で生徒理解するこ

とが必要となった。実習の回数を重ねるごとに、生徒理解の重要性や方法を知ることができた。実習Iでは

生徒の実態を上手くつかむ二とができなかった。この捉えの甘さを反省し、実習ⅡとⅢでは生徒理解も重視

し、研究を進めた。本稿では実習Iを踏まえ、実習ⅡとⅢで行った研究とその後の追加実践を主に取り上げ、
研究報告とする。

Ⅱ　主題設定の理由1　今日的な課題から
中学校学習指導要領解説に、外国語科においては目標を「外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深

め、積極的にコミュニケーションを図るうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書く

ことなどのコミュニケ
ーション能力の基礎を養う」

と示されている。このことからも英語科においてコミ
ュニケーションの基礎を養うことは大切なことと考え
る。しかしながら、子どもだもの授業の取り組みには
個人差が大きく、人前での英語を使ったコミュニケー
ションには自信のなさや恥すかしさなどから抵抗感を
持つ子どももいるのではないだろうか。積極的にコミ
ュニケーションをすることができるような子どもを育
てるためにはどのようなことが必要になるのだろうか。
そこで、先行研究を含めた様々な文献に当たってい
る際、古川(2012)のポジティブ教育心理学という
文献に出会った。ポジティブ感情を生徒に身につけさ
せるためには動機づけが必要になるということが分か
った。この文献によると「動機づけとは、心理学にお
ける最も重要な概念の一つであって、意欲をどのよう

にして高めるかは
、何度もいうようであるが教育の最

大のテーマであるといってよい。意欲がなければ、人
は学ぼうとしないだろうし、ましてや学び続けようと
しないであろう。『やる気』や意欲は、心理学では動
機づけ(motivation)の主題として扱われている

。一

般に
、動機づけとは、人の行動を一定の方向に喚起さ

せ、維持し、調整し、強化をしていくプロセス全体の
ことをいう｡」と述べられている。このことからも、
私は

、授業においても生徒に意欲をもたせるための動
機づけを行うことが必要ではないかと強く感じた。
そこで今回

、ポジティブ感情を大切にしか授業を構
成していきたいと考えた。ポジティブ感情とは、「人
が強み等の自らの資源を最大限に活用し、適応的で自己効力感を持った生活を送ることに寄与できると考え

られている。」「ポジ子イブ心理学の考え方を人生の早期に身に付けることは、個人の人生そのものを豊かに

する可能性かおる。学校現場でポジティブ心理学の考え方を取り入れることができれば、子どもは発達の早

い段階においてポジ子イブ心理学の考え方を学ぶことができる。」と菖蒲(2017)は述べている。また、

「海外の学校現場ではポジティブ感情を用いた
、人の

強みや能力を活かす心理教育が行われている。」とも
示されている

。以上の考え方今取り組みを参考にこの
実習で取り入れていきたいと考えた。
2　連携協力校の実態

ここでは、実習させていただいた3校の連携協力校の実態を簡単に述べる。

ます始めに、実習Iでの連携協力校についてである。「思いやりのある温かい心で人に接し、親切・感謝・

強い心を大切にする心豊かな生徒を育成する」という教育目標を掲げられている。先生方の努力もあり、子

どもたちの様子は落ち着いている
。しかし、私か実習

をさせていただいた時は、不登校傾向を示す生徒が何
人か在籍していたこともあり、教育目標である「強い
心」を育てるということの必要性をより強く感じた。
実習Ⅱの連携校の教育目標は「自ら学び、不断の努

力をし、思いやりのある生徒の育成」とされている。
サポーター活動と実習を通して授業の様子を見せてい
ただき、生徒を主体とした指導を心がけられているの
だと感じた。生徒は教師が話している時は聞く姿勢を
作ることができ、話し合いの場面ではペアやグループ
で話し合うことができる。積極的な挙手かおり、参加
態度も良い。しかし、実習前に全国学力学習状況調査
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の結果を教えていただいたところによれば、「将来に

向けての思いが少ない状況にある。」とのことだった。

勉強に対する意欲がないとい うわけではないが、将来

の希望を持って勉強を行っているわけではないとい う

ことがいえるのではないだろうか。

実習Ⅲの連携校は、生徒の自主性を大切にされてい

るということが分かった。校長先生の講話では、「学

校は、社会に出るための自立をするために色々なこと

にチャレンジさせ、失敗を経験させ成長させる場所で

ある」というお話をお聞きした。さらに、「中学生と

いう成長段階は様々な失敗を経験し、傷つくことがあ

る。しかし、それを教師が見守ったり、助けたりし、

成長を促している」ということをお聞きした。生徒数、

クラスが多い中学校だったため、全体を見ることがで

きたわけではないが、自主性を出せているクラスと、

少し出せていないように感じたクラスがあるのではな

いかと感じた。

3　 日指す生徒像

今日な教育課題と連携協力校の生徒の実態から目

指す生徒像を以子のように設定することにした。

ことができる生徒

目指す生徒像を達成するための丁だてとして、ポジ

ティブ心理学を用いた実践を考えた。自信を持って積

極的にコミュニケーションを行っていくことができる

生徒を育てるためには、白らを大切にした強い心を育

てていかなくてはならないと考える。心を育てる方法

として、希望、前向き、喜び、笑い、安堵、感謝など

を示すポジティブ感情を利用していく。ポジティブ感

情により自己肯定感や満足感を得られ積極的にコミュ

ニケーションを取っていくことができる生徒の成長を

促していきたい。

m　 研究の計画

1　 研究の目的

本実践研究においては、「希望」というキーワード

を基に、ポジティブ感情を大切にした授業を行う中で、

生徒たちが希望を持つことができるような取り組みを

実践したいと考えた。そのために、以子に示す研究論

文の内容を参考に研究計画を立案した。

菖蒲(2017) のポジティブ心理学を用いた心理教

育の特徴という論文では、海外のポジティブ心理学を

用いた学校での12 の実践報告が整理されている。そ

れは三つに分類され、以子のように示されていた。

①　主観的well-beingを高めることを目的としてい

るプログラム

②　希望を高めることを目的としたプログラム

③　社会性と情動を高めることを目的としているプロ

グラム

報告されている実践例の中で、②として示されてい

る「希望を高めることを目的としたプログラム」が自

分の実習の授業づくりの中に取り入れられるのではな

いかと考えた。また、②の実践報告の中に掲載されて

いるSusana C. Marques (2009) のMeasuring and

Promoting Hope in Schoolchildren とい う論文におい

て以子の項目が紹介されている。

①希望について学ぶ

秘希望を構成する

③ポジティブで明瞭な目標を作る

①目標を作る練習をする

秘将来にむけ、目標の見直しと応用を考える

この希望を高めることを目的としたプログラムでは、

目標を立てることで人生への満足感と自己肯定感を高

めることが明らかになったという結果が出ている。今

回の実習では、特にこの実践のように「目標を立てる」

ことを取り入れた授業実践を行っていきたいと考えた。2

研究の手立て

実習I での白分の取り組みの甘さから学んだ、より

的確な生徒理解をもとにした実践指導の大切さをその

後の実習で生かすことを心がけた。

実習ⅡとⅢでは、「目標達成シート」を用いた実践

を行った。具体的には、授業が始まる前にその日の目

標を目標シートに書く。目標の設定については、次の

古川(2012) の考え方を参考にした。「人間は、目標

志向性をもった存在である。また、目標は主観的幸福

感と関連かおる。目標達成に向かっている時は、抻う

つとは縁がないが、うまく達成できないのではという

心配は増加する。努力は傾けているほど、また失敗の

自分に与える衝撃の可能性が大きいほど心配は増加す

る。さらに、達成不可能な高望みをすれば、焦燥感や

不充足感をもたらす　達成可能性が高いときだけ、ポ

ジティブ感情になる。」「目標設定と課題の遂行（動機

づけ）の関係に関する研究では、課題遂行のための十

分な能力と目標に対する受容があれば『何個完成させ

なさい』というような明確で挑戦性のある目標の方が

『ベストを尽くしなさい』『優しい人になりなさい』

等の曖昧で単純な目標よりも高いパフォーマンスが得

られることが指摘されている。」と古川(2012) 回は

述べている。そのため、目標設定については、あらか

じめ教師サイドでいくつかの目標を用意しておき、生

徒に選ばせるという形で実施した。そして、授業で達

成できたかどうかについて、簡単に3 段階評価で生徒

に自己評価させることにより、確認のしやすさと時間

短縮と考えた。以上の活動を繰り返し、目標を達成し

たことでポジティブ感情を手に入れ、自信を持って積

極的にコミュニケーションを行うことができることを

目指す。

※アンダーラインは筆者により加えた。

IV 授業づくりについて

1　 教師力向上実習I での実践報告

82



1　生徒の実態

様々な文献によれば、中学2 年生はセルフエスティ

ームが低く、自分を大切にできていない時期であると

いわれていることが多い。また、平成28 年の9 月か

らサポーター活動を行い、実習が始まるまでの約半年

間で生徒の様子を観察していたところ、その中で、自

分の気持ちを言い出せす我慢しているのではないかと

感じる場面があった。そして、サポーター活動におい

て、スクールライフという生徒が毎日書く日記の点検

をさせていただいた際には、コミュニケーションに関

する悩みが書かれている日記を見ることがあった。相

手の気持ちを考えられす、相手に嫌な気持ちを与えて

しまったことや、相手の言ったことをネガティブに捉

えてしまい、傷ついてしまっている生徒の様子を知る

ことができた。さらに生徒に対し、コミュニケーショ

ンについてのアンケート調査（アサーションチェック）

を実施しかところ、白分の意見を上手く表現できない

傾向を示す回答をしている生徒がいるということが分

かった。

このようにサポーター活動をする中で、連携校の生

徒にはコミュニケーションにおいてアサーショントレ

ーニングが必要であると考えた。

２　アサーショントレーニングとは

アサーショントレーニングとは、相手の気持ちを考

えたコミュニケーショントレーニングである。阿部

（2005）は、アサーション・トレーニングの定義につ

いて、「自分も相手も大切にしようとする自己表現で、

自分の意見、考え、気持ち、欲求などを、正直に、率

直にその場にふさわしい方法で述べることであり、ま

た同時に、相手が同じように表現することを待つ態度

を伴うものである。言い換えると、　相互の関係性

を大切にした自他尊重のコミュニケーション”という

ことができる。」と述べている。また、ロバート＆マ

イケル(1997)は「アサーティブ行動は、平等な人

間関係を促進する。これにより、自分が自分のために

行動し、びくびくせすに自分の権利を守るために立ち

向かえるようになる。 さらには、自分の感情を無理な

く素直に表現し、人の権利を侵害することなしに、自

分の権利を行使できるようになる｡」と述べているO

以上のことから、このトレーニングは相手の気持ちを

考えたコミュニケーションを構成し、練習することが

できるため、連携校の生徒にも有効な学びになるので

はないかと考えた。

（3） 授業構想

道徳の時間を1 時間いただき授業を行った。自分の

意見を上手く表現できない生徒や、自分の意見ははっ

きり言うが、相手の気持ちを受け止めることができな

い生徒など様々なタイプの生徒がいる。その様子から、

生きていく中で自分の考えや気持ちを大切にし、相手

の考えや気持ちも尊重する。そんな自己表現やコミュ

ニケーションする力を育むことが必要であると考えた。

授業の主題は「互いを認め合い、高めあうコミュニケ

ーション」とし、アサーショントレーニングとして三

つの話し方を紹介し、その話し方について考えさせる

授業を行った。三つの話し方とは、攻撃的、非主張的、

アサー子イブな話し方のことであり、説明や例を基に

三つの話し方の違いを知る。さらに、自作のシナリオ

を用いて、ロールプレイを実施することで、自分の話

し方と比較させ、自分の話し方がどのような状況にあ

るかを確認させる。自分のことも他人のことも大切に

したコミュニケーションを目指すためにも、アサーティ

ブなコミュニケーションのよさを生徒に知ってもら

うことを目指した。以子に授業の構想を示す。

導入 �1　コミュニケーションとはどのようなも

のかを考え、発表する。

展開 �2　コミュニケーションの取り方について

考える。

�3　普段どのようなコミュニケーションの

形をとっているかを演技と比較し、自分

のコミュニケーションはどのようなもの

かを考える。

�4　アサーティブな話し方について説明を

聞く。

�5　アサーティブな話し方をペアになり口

ールプレイする中で体感する。

まとめ �6　授業の感想をまとめる。

�7　アサー子ィブな話し方についての教師

の話を聞く。

４　授業実践の報告

実習に入る前に非主張型、攻撃的、アサーティブの

三つのタイプの巾で、生徒の分布がどのようになって

いるかのアンケートを行った。調査前に実践クラスで

は非主張型のコミュニケーションをしている生徒が多

いと感じていたが、アンケートの結果では、大きな偏

りはなく、非主張型の生徒が多いという予想は、外れ

ていた。しかし、非主張型の生徒が少なからすいると

いうことは分かったため、計画通り実践した。

授業を行う上で、非主張型の生徒を男女1人すつ設

定した。ます、実習のはじめに書かせた簡単なプロフ

ィールの項目に、自分を表すキーワードは何かという

質問項目を入れてみた。男子生徒は「黒」、女子生徒

は「根暗」という文字が書かれていた。理由は書かれ

ていないが、どちらもネガティブなキーワードなので

はないかと受け取れるものであり、自分にマイナスな

イメージを持ち、自信を持てすにいるのではないかと

予測した。

また、学校での生活において、気になる生徒だもの

休み時間や授業などの様子を見ると、自分からは話し
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かげろことはしないため、時々一人でいるということ

があった。友達といる際は、常に聞き手に回っている

様子であると見受けた。そこで、コミュニケーション

の必要性を知り、学級の全員に対して自分のコミュニ

ケーションの様子を振り返る機会となるような実践を

考え、抽出生徒の様子を中心に分析した。

授業では、導入部分において、コミュニケーション

にはコツが必要になるということを考えさせた。次に

攻撃型と非主張型のコミュニケーションの違いの様子

を比較させてから、自分のコミュニケーションはどの

ような分類に近いのかを考えさせた。ここでの発表で

は答えを求めすぎたため、生徒のことばを無理やりア

サーションにつなげてしまった。そのため、アサーシ

ョンとは何かについて教師から与えてしまう授業にな

ってしまった。この場面で教え込まなければ、コミュ

ニケーションの違いに着目させることで、より生徒の

心に落ちたのではないかと反省している。アサーティ

ブを知った上で、ペアで行うロールプレイでは［アサ

ーティブを意識して］という指示なく始めてしまった

ため、生徒の中にはアサーティブを意識できなかった

生徒もいたと考えられる。授業中に書くワークシート

の内容からも理解できていないような記述をしている

生徒を確認したため、今後授業を意識させる際はしっ

かり指示をしなくてはならないことを痛感した。しか

し、抽出生徒の記述では、アサーティブを意識するよ

うな前向きな記述を確認することができた。男子生徒

は「人間としての伝えることの大切さが分かった。コ

ミュニケーションが苦手な僕も少しすつコミュニケー

ションが好きになれたらそれでいいです。」という記

述をした。苦手ということは把握しているが、少しす

つ好きになっていけたらということであると判断する。

また、女子生徒の記述では「私は非主張的だと自分で

思うので（中略）すぐには直せないと思うけど、そう

感じてしまう人がいることを頭に入れてこれから人と

話していこうと思います。コミュニケーションからの

連想が苦手しか出てこなかったのでもう少し視野を広

げてみたいと思った。」という記述がされていた。こ

の女子生徒もコミュニケーション＝苦手なものという

ように考えているが、今後は、苦手ではあるが自らの

視野を広げ、一歩進んでよりよく関われる材料を探そ

うとしていることがうかがえた。

さらに、授業後のワークシートで今回の実践の目的

が理解できていない生徒がいたことが分かった。授業

においては、学級全員に教師のねらいが伝わるような

授業の進め方をしていかないといけないと強く思った。

反面、授業のねらいを理解できた生徒もいたが、その

生徒の理解については、アサーションを取り入れたコ

ミュニケーションを知るという段階に留まっており、

後の日常生活で生徒自らがコミュニケーションを考え

るような段階には到達していない。その上うになるに

はどのように働きかければよいかを考えていくことが

今後の課題である。

2　 教師力向上実習Ⅱでの実践報告

（1　生徒の実態

実習前のサポーター活動で関わる中で、その様子

から、初めて出会う人に対して人見知りをせすに話す

ことができる生徒が多いと感じた。配属していただい

たクラスの学級経営案を見せていただくと、『誰から

も愛されるクラス』とい う教育目標が掲げられていた。

担任の先生は授業や授業以外の時間でも、“愛される

人になるために”ということばを繰り返し使われてい

たため、生徒がそれを常に意識できるような環境が整

えられていた。この教育目標の通りで温かいクラスが

出来上がっていると感じた。

2　授業構想

この実習Ⅱでは、英語の授業を4 クラスの授業に関

わらせていただき、！！回の授業実践をさせていただ

いた。単元はUnit4 Homestay in the United States

で行った。以子に研究授業での流れを示す。

導入 �1　歌を歌う

ウォーミングアップのため、大きな声で

表情良く歌わせる。

�2　ペアになり、お題についての会話を行

う。

�3　目標達成シートの記入　★

目標を持って取り組めるよう、目標の意

識化のための達成シートを記入する。

展開 �4　文法の復習

前時に行ったmust の文の作り方を復習

させる。

�5　アクティビティ

must を使ったゲームを行 う。

�6　単語

単語の意味と発音を確認する。

�7　本文理解

CD を聞き、どのような内容だったかペア

で確認する。

まとめ �8　学習プリントを用い、本文の文法・語法

の確認をする。

�9　目標達成シートの記人　★

目標が達成できたか。また、授業で分か

ったことを記入する。
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通常の授業に目標達成シート★の記入が組み込まれ

た授業構成となっている。3 の目標達成シートの記入

で目標を選ばせ、授業の最後に目標が達成できたかと

いうことと、自己評価を行う。実践に入るまでの通常

授業の際の生徒の様子を見ると、積極的に授業に参加

している姿がうかがえたため、授業の構成はあまり変

えないように配慮し授業実践を行った。

【写真1　 実習Ⅱにおける目標達成シート】

さらに、指導技術力の開発という大学院の授業にお

いて、佐藤（2010）の「教育の方法」という文献を

読んだ。そこには阿原成光　の章があり、楽しく分か

る英語の授業について学ぶことができた。実際にはど

のように子どもが楽しそうに授業を受けているか気に

なったため、中学校での英語の授業という動画を見た。

文献にもあったように「Loudly､Kindly､Cleary!!」と

発声三原則を生徒が大声で言っていた。それを言って

いる生徒は笑顔であり、楽しそうだと感じた。発声三

原則だけでなく問題に答えられたら「Yaeh! Yeah!

I ’m happy!」と大きな声で言っていた。所々で大き

な声を出させるようにしていた。上野（2007） は。

「子どもの主体性の形成が可能になるのは、近代学校

における教授一学習という一方向的な『啓蒙関係』に

ではなく、それを乗り越える関係性において、教師

と子どもが身体的な「ノリ」の共有（身体的同調）

によって築く関係性においてのみである。」と述べて

いる。発声三原則はノリを身に付けさせ、教師と生徒

との距離を縮め、生徒の主体性を育むものではないか

と考えられる。そこで、授業をより楽しく感じられる

よう（ポジティブ感情）、授業冒頭のペアでお題につ

いて話していくところに、発声三原則を取り入れ、ペ

アで話す前に意識してほしいこととして紹介した。

【写真2　 実習Ⅱの授業実践の様子】

【写真3　 発声3 原則】

（3） 授業実践の報告

今回行った調査方法は授業の始めに目標達成シート

に本時の目標を書かせる。目標設定に時間がかかるこ

とを避けるため、あらかじめ教師で用意しておいた目

標3択の中から生徒に選ばせて書かせた。三つの目標

は、授業の中で達成可能とするハードルの高すぎない

目標を考えた。例えば「目標①単語・文法を理解する

目標秘本文を理解する　目標③積極的に活動に取り組

む」などである。その後は通常の授業を進めた。授業

の終わりに目標が達成できたかどうかを自己評価させ

る。評価は三段階評価にし、「評価①できなかった

評価②まあまあ　評価③できた」という評価で行った。

授業実習の関係もあり、そのクラスで達成シート記入

ができたのは3 回たった。目標達成シートを回収し確

認してみると、評価①を書いた生徒は一人だけだった。

ほとんどの生徒が、「目標を達成することができた」

と感じたということが考えられるだろう。授業で分か

ったことを書く欄には、今回できたことを書いたり、
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出来なかったことを書いたりしていた。できなかった

ことに関しては、「次回はできるようになりたい」と

前向きに書いている生徒もいた。反省としては、授業

をする前に生徒がポジティブ感情を持っているかどう

かということの調査が出来ていなかったことが大変残

念である。

3　 教師力向上実習HIでの実践報告

１　生徒の実態

教師力向上実習Ⅲでも2年生のあるクラスで実習さ

せていただいた。そのクラスは、授業を聞く姿勢が良

いという印象をもった。しかし、実習期間が短かった

ため、クラスの生徒全員とのより深い交流は難しかっ

た。その中でも、自ら話しかけに来てくれる生徒や、

こちらから話しかけると、恥すかしがりながらも返事

をしてくれるような生徒も何人かいた。私か気になっ

た実態としては、授業の聞く姿勢はできているが、積

極的に参加しようという態度を示す生徒が少ないと感

じたことだった。日々の授業は、受け身で聞くことが

多いというような姿勢になっているのではないだろう

かと感じた。

（2） 授業構想

実習Ⅲでは、Daily Scene5の道案内の単元で1時間

研究授業の時間をいただいた。以子に授業の構想を示

す。

導入 �1　英語であいさつをする

英語の雰囲気 づくりをするため。

�2　目標達成シートの記入★

本時の学習目標を知った後に、学習

目標を達成するための自己目標を選択

させる。

展開 �3　新出語句の発音と意味を確認

�4　本文の内容を理解させる

CD を聞き、聞き取らせ、どのような

内容だったかをペアで確認させる。確

認のため、英問英問しながら、内容が

理解できているかをチェックする。

まとめ �5　本文を音読する

様々な音読方法で、今回の内容が身

につくよう進めていく。

�6　目標達成シートの記入　★

自己評価を行う。

実習Ⅱで行った授業から、音読や生徒同士のペアで

話合わせる機会を多くとり、授業に参加する場面を多

くしたことで、より大きな目標に対する達成感が得ら

れたのではないかと考えたため、この実習m において

も、生徒が活動する機会を多く設定した。さらにこの

実習では、目標達成シートにアンケートを加えた形に

改良し、生徒のポジティブ感情を調査した。実習Ⅱと

【写真4　 実習Ⅲにおける目標達成シート】

同じく、★の部分が目標達成シートを使っている場面

である。

問　授業実践の報告

「目標を達成できたことでポジティブな気持ちにな

れましたか？」という質問にYes と答えた生徒は35

人中28 人という結果だった。ほとんどの生徒が、ポ

ジティブ感情を感じることができたと言っても良いの

ではないだろうか。 Yesと答えた生徒が書いた目標達

成シートの授業の振り返りから、ポジティブ感情を感

じられるものを二つ紹介する。一つ目は、「本文を覚

えることが難しく人変だったけど読むのは楽しかった

です。これからは、自分でも目標を立てるということ

をしていきたいです。」という振り返りである。この

生徒は、「本文が理解できる」ということを今日の目

標に選んでおり、授業において本文を学ぶ中で目標を

意識することができていた。「楽しかった」や「これ

からも目標を立てていきたい」という言葉からは、目

標達成の意義をより強く感じていると考えられるので

はないだろうか。二つ目は、「私は英語が嫌いでいつ

もあきらめていましたが、個人の目標を持ってやるの

はとても楽しくて自分のレベルに合わせて授業が受け

られるので良かったです。」ということが書かれてい

た。実習Ⅱでは、レベルを考えすに三つの目標を設定

していたため、今回の実習Ⅲではレベル別の目標にし、

生徒各自のレベルに合わせて目標を設定するように変

更した。生徒のレベルを考えた目標を設定することで、

より強いポジティブ感情を育てられるということが言

えるのではないだろうか。

この実習では、次のような課題が見つかった。

一つ目は、今回の授業実践では、目標達成を促すよ

うな試みをしていなかったため、どのように声かけを

するか、そして、その声かけを授業展開のどこで与え

ていくかという授業の進め方を考えていかなくてはい

けないと思った。ご講評の際、メンターをしていただ

いた先生から声かけの例を提案していただいた。例え

ば、単語の発音練習の際、「②単語が理解できる」を
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目標に選択した生徒に対して、「②を目標に選んだ人

はここで理解できるように意識してみよう！」と声を

かける。そうすることで、目標を意識しやすくなる。

このような生徒が選んだ目標を応援するようなことを、

次の授業実践には積極的に入れていきたい。

二つ目は、自己評価を何段階評価にするかである。

中学生に3 段階で評価させるのはどうかとい う指摘を

いただいたが、時間的にも3 段階は答えやすく、次の

振り返りにもつなげることができると考え、あえて行

ったが、結果としては不十分であったと考える。今後

においては、自己評価のおり方についての研究をさら

に進め、より生徒が自己評価しやすいような形式を備

えたワークシートを作っていきたいと思っている。

V　 実習終了後に実施した追加実践より

実習Ⅱ・Ⅲで目標達成シートの活用方法を改良する

ことができたため、実習Ⅱでお世話になった学校で、

残りのサポーター期間に追加実践をさせていただくこ

とができた。実習Ⅱでは、目標達成シートの自己評価

の欄に「授業の中で分かったこと」というような、反

省だけを書くように指示をした目標達成シートを作っ

てしまっていた。そのため、ポジティブ感情を持つこ

とができたかどうかという判断を、書かれている文面

から読み取るだけになってしまったため、調査として

は分かりにくいものになってしまった。また、実習Ⅲ

では、白己評価の仕方が3段階では評価がし辛いので

はないかという指摘と、自己評価が1だった生徒は、

ポジティブな気持ちにはならないのかという指摘をい

ただいたため、その点を改良した自己評価シートを考

案した。改良した目標達成シートは写真4 に示してあ

る。

目標達成シート

今日の目標を選んで書きましょう｡授業の最後に自己評価しましょう。

日付 �今日の目標 �自己評価と授業の振り返り

アンケート１　授業中に目標を達成しようと意識しましたか？一一一Yes　/　No

２　目標を達成できたことでポジティブな気持ちになれましたか？一一Yes　/　No

【写真5　 追加実践Ⅱおける目標達成シート】

追加実践においては、目標達成シートの改良に加え

て、実習Ⅲで指摘をいただいた目標達成を促す声かけ

も積極的に行うよう意識した。声かけは、生徒が授業

に慣れてきた頃に、目標を持って取り組んでいたこと

を忘れることを防止するために大切なことだが、実習

Ⅲに入るまでの私はできていなかった。サポーター活

動中ということもあり、実習のような極度の緊張はな

かったため、声かけを忘れることなく行うことができ

た。 目標達成シートの子にあるアンケートの中の「授

業中に目標を達成しようと意識しましたか？」とい う

質問にYes と答えた生徒は全員だった。このアンケー

ト結果からも、生徒に意識させる授業の進め方をする

ことができたといえるのではないだろうか。　 「目標

を達成できたことでポジティブな気持ちになれました

か？」という質問に対してYes と答えた生徒は、18

人中14 人という結果だった。　しかし、4 人がNo と

答えていた。この4 人がポジティブな気持ちになれな

かったのは、全員に目標達成させるような細かい配慮

のある授業を行うことができなかったからだと考えら

れる。この記述の中で、私自身の力不足だったとわか

る記述がされていた。そこには、［本文の意味はぜん

ぜん理解できませんでした。　！つ！つの単語から理解

していきたいです｡］このようなことが書かれていた

ことから、全員が分かるような授業を実践していかな

ければならないことの大切さについて身をもって体験

できた実習であった。

VI　生徒との関わりについて

本稿のはじめにも述べたように教師力向上実習I に

おいて、生徒理解を十分に行うことができなかった。

そこで、その反省を生かし、教師力向上実習Ⅱでは、

積極的に生徒理解に努力することができた。実態把握

については、授業中や授業外での言動を細かく見てい

く必要かおる。実習I までの自分は生徒とのコミュニ

ケーションに戸惑っている部分かおり、上手くコミュ

ニケーションがとれすに過ごしてしまっていた。実習

Ⅱにおける具体的に行った手立てとしては、自己紹介

の際に自己開示の返報性を利川し、私自身の特徴とな

る情報（中国語が話せることや合唱が得意など）をで

きるだけ多く生徒に伝え、生徒が話しやすい状況をつ

くることで、生徒自らの情報を発信しやすくさせるよ

うにした。また、9 月当初、英語の授業に参加する中

で、英語で質問するコーナーがあり、クラスの生徒が

私に質問をした。その際も、自分の情報を生徒に開示

する努力をすることができた。 さらに、生徒の特徴や

好き嫌いなどをメモしておき、生徒との会話づくりに

生かしながら、生徒一人一人の様子をつかむよう取り

組んだ。自分の話しやすい生徒と話す癖をつけてしま

うと、他の生徒との関わりの機会を無くしてしま うた

め、偏りなく話すことを心がけた。また、生活ノート

という生徒が毎日書く日記のようなものの点検をさせ

ていただくことができた。普段、関わりが少なくなっ

てしまう生徒のことも、その生徒の生活ノートを見る

ことで、どのようなものが好きで、どのような考えを

もっているのかなどの情報を得ることができた。外面
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的な様子からでは分からない心の中を見ることができ

るため、生徒理解の大切なツールだということを身を

もって体験することができた。 さらに、生徒が書いた

ことに対して返事も書くため、コミュニケーションも

取ることができた。

実習Ⅱでお世話になった連携校では学級通信の発行

も携わらせていただいた。学級通信からもポジティブ

感情について伝えたい と思っていたため、通信の内容

に写真6 のようなことを書いた。

この通信には、｢ポジティブな言葉を普段から使うように

することで､ 内面の自分の魅力が引き出せるようになれる｣

ことや、｢人生を楽しむこと｣や｢幸せを感じること｣など､ポ

ジティブな考え方を意識することの大切さなどについて書

いた。学級通信だけでなく､朝の会や帰りの会などで私か

【写真6　 学級通信】

話す時間を与えていただいた時には､ポジティブ感情に

ついての意識を積極的に促すような内容を伝えることに配

慮し話をした。

サポーター活動の最終日には､ 生徒たちが書いた生活

ﾉｰﾄ の記述の中から、ポジティブ感情について伝わっ

たのではないかと思われる記述を発見する二とができ

た。「あやか先生は4 組のことを本当によく思ってく

れているなと思いました。先生の言葉の中で残ってい

る言葉は、ブーメランになってかえってくるです。

日々ポジティブな言葉を出そうと思います。」とい う

ある生徒の記述であった。話ナ機会を与えていただき、

そこで自分の伝えたいことを伝えることができた。こ

れまで、生徒に伝えたいことが伝わっているかどうか、

なかなか確認できていなかった。　しかし、この実習で

しっかりと確認することができた。生徒の関わりに自

信がなかった私だったが、サポーター活動の中で、朝

の会や帰りの会、学級通信など、様々な手段で生徒に

伝えることができるということを学ばせていただいた。

【写真7 生徒の生活ﾉｰﾄ 記述】

Ⅶ　結果と考察

3回の教師力向上実習及び1 年3ヶ月のサポーター実

習において、「心を育てるコミュニケーションの育成」を目

指して取り組んできた。その中で得られた結果の内容とそ

れに対する考察について以子に述べる。

（1） 実習I における結果と考察

実習I においては、抽出生徒の記述から、生徒がコ

ミュニケーションについて前向きに考えるきっかけに

なったと考えられる。しかし、一回の授業の中では、

生徒にコミュニケーションについて深く考え、生徒の

日常生活に落とすとい うところまで出来なかった。も

し、今後生徒の様子から、アサーショントレーニング

を行いたいということがあれば、もう少し、時間をか

けて行っていきたい。

【写真8　 実習I での道徳授業板書】

この実習では、授業分析の基本となる生徒理解が思

うようにできていなかった。つまり、自分の生徒に対

する働きかけや関わりの方法は、限定された子どもに
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対する関わりであり間違っていた。また、コミュニケ

ーションについてのアンケート結果も不十分なものと

なってしまい、授業実践の目標設定に生かすことがで

きなかった。

そこで、実習I のような失敗はすまいと思い、その

後の実習では、生徒の捉えに重点を置いて取り組んで

いくことに留意した。

（2）実習Ⅱにおける結果と考察

実習Ⅱでは、英語の教科指導を中心に授業実践に取

り組んだ。特に生徒理解においては、連携校の担当教

官の先生の助けもあり、サポーター活動を活用した積

極的な生徒理解に心がけた。実習前の1 ヶ月間、サポ

ーターとして生徒の実態を見ていると、人見知りしな

い生徒が多く、実習I で行ったアサーショントレーニ

ングの必要性は感じなかった。そこで、目の前の生徒

たちに必要なことは何なのかを考えていたところ、学

校の実態を教えていただく機会があり、全国学力学習

状況調査の結果から、自分自身に対して肯定的な思い

が低い生徒が多いということを伺った。初めて出会う

人に対して人見知りをせすに話すことができる生徒が

多いため、さらに視野を広げ多面的に思考できるポジ

ティブ感情を用いた実習を行おうと考えた。つまり、

ポジティブ感情を身に付けることができれば人生への

満足感と自己肯定感を高め、自信を持って、積極的な

コミュニケーションを行うことができるとの思いから

授業実践に生徒の育成を目指して取り組んできた。し

かし実習Ⅱでは、ポジティブ感情を持つことができた

かどうかの調査を行う自己評価シートの形式が不卜分

な状況であり、出来上かってなかったため、実習にお

いて確認することができなかった。

（3）実習Ⅲにおける結果と考察

実習Ⅱの結果を受けて、実習校のご協力もあり、実

習mにおいても実習Ⅱと同じ研究テーマで実践に取り

組ませていただいた。教科も同様に英語を活用するこ

とができ、目標達成シートの記述を含めた実践を行わ

せていただいた。ここでは、アンケートを追加したこ

とでポジティブ感情を持つことができたかの調査を行

うことができた。ほとんどの生徒が、ポジティブ感情

を得ることができたと言える。

（4）追加実践における結果と考察

今までの実習の経験から、実習Ⅱの学校においてそ

の後のサポーター活動の中で行わせていただいた追加

実践では、生徒一人一人に対して、具体的な目標を意

識させることばがけを行い、全員が授業中に目標を意

識することができた。この授業でのポジティブ感情を

得ることができたと言えた生徒は過半数だった。前述

した先行研究で行われていたような取組を、自分の授

業実践にも取り入れてみた。選択させた目標ではある

が、その目標を達成させることを具体的に意識させた

努力をさせたことにより、よりよいポジティブ感情を

生徒に感じさせることができたのではないかと考えて

いる。

VⅢ　課題

異なる中学校での実習だったため、目の前の生徒そ

れぞれに必要と考えられるコミュニケーションの種類

が違い、一貫した継続研究が行えなかった。また、実

践に入る前に生徒の様子が分かるような調査を十分に

行うことができていなかった。そのため、正確な資料

を基にした分析ができす、中途半端な結果しか出すこ

とができなかった。自分自身の見通しの甘さや実習期

間の制約もあり、なかなか思うような成果が出せなか

ったことについては深く反省している。しかし、目の

前の生徒だものよりよい成長を願うとき、そのような

状況であったとしても、素早く、より確実な生徒理解

をし、実践に生かしていかなくてはいけないと感じた。

このことは、教師として常に考えていかなければなら

ないことである。

また、より確実な生徒理解をした上で、よりよい変

容がみられるような適切な調査を最初に行わなければ

いけないということも分かった。この報告の内容では、

より深く確実な研究ができたところまではいけなかっ

た。目の前の実習をこなすことでいっぱいになってし

まっていたためであり、余裕を持って実習にはいらな

ければいけなかったと深く反省している。

IX 最後に

今回の実習では、心を育てるコミュニケーションの

育成というテ－マで研究を行ってきた。生徒がコミュ

ニケーションを円滑に行えるように、必要としている

ことは何かを知るためには、きちんとした生徒理解が

できていないと、明確に知ることができないというこ

とが身に染みて分かった。今後教師になることができ

れば、この実習において生徒理解の重要性を理解する

ことができたため、十分な準備とより確実な生徒理解

に重点を置いた実践を心がけていきたいと思っている。

「生徒がコミュニケーションを円滑に行っていくた

めにはどうすればいいのか」ということを考えながら、

実践を行ってきたが、その中で、これまでの自分のコ

ミュニケーション能力について考えるようになった。

私は、教師間でのコミュニケーションや生徒とのコミ

ュニケーションで多くの壁にぶつかってきた。ときに

は、悩んだことも多くあった。しかし、それを、自ら

の努力や友人、家族の支えで乗り越えて、ようやく自

分のコミュニケーション能力を身につけることができ

たと考えている。自らの経験からも、生徒のコミュニ

ケーション能力を高めたいならば、ますは教師が自分

自身のコミュニケーション能力を高め、生徒の手本に

なるようにしていかなければいけないと知ることがで

きた。今後の支えとできればと考える。
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付記

私は三つの実習校で実習をさせていただきました。

実習I でお世話になった実習校では、2016 年9 月

から学校サポーターとしてお世話になりました。右も

左も分からない状態の私に教師の学校生活というもの

を教えていただきました。生徒理解や授業などについ

て何度も失敗をしましたが、先生方に見守っていただ

いたおかげで、次に進むことができました。実習I で

の研究が中途半端なところで終わってしまったことは

悔やまれますが、教師として必要なことを学ぶことが

できた期間になりました。

実習Ⅱでお世話になった実習校では2016 年から、

外国人生徒への口本語支援でお世話になりました。学

校外部者でしたが、日本語支援をしやすい環境づくり

をしてくださいました。事情がありサポーター校とし

て急遽2017年9月から受け入れていただきました。

急遽だったにも関わらす、受け入れてくださりました。

私を担当してくださった先生をはじめ、多くの先生方

が丁寧に指導してくださり、教師という仕事の魅力を

知ることができました。サポーターや実習に行く二と

が毎日楽しみでした。

実習Ⅲでは短い期間にも関わらす、研究や授業が上

手くいくよう支えていただきました。支えてくださっ

た先生方のおかげて、研究授業では今まで自分の行っ

た授業の中で、一番満足のいく授業を行うことができ

ました。未熟な部分が多いため、先生方に迷惑をかけ

てしまいましたが、意義のある実習をすることができ

ました。

ゼミでは山内先生にお世話になりました、悩んでい

る時はアドバイスをくださり、落ち込んでいる時は解

決策や優しい言葉をかけていただきました。この2 年

間を乗り越えられたのは山内先生のおかげだと思って

います。

私は多くの先生方に支えていただき、実習を乗り越

えることができました。この2 年間で関わってくださ

った実習校の先生方、教職大学院の先生方に沢山お世

話になったことは忘れません。全ての先生方に感謝申

し上げます。
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